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次

規

則

○
山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
三
十
一
号

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
五
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務

の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
事
務
」
を
「
事
務　

同
法
第
六
条
第
二
項
の
要
保
護
者
又
は
同
条
第
一
項
の
被
保
護
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
要
保
護
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

イ　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ロ　

児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第
一
項
の
療
育
の
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ハ　

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ニ　

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
三
条
第

一
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
附
則
第
三
条
若
し
く
は

第
六
条
の
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
情
報

ホ　

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
保
護
の
実
施
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開
始

若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
保
護
の
変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
開

始
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
保
護
の
停
止

若
し
く
は
廃
止
に
関
す
る
情
報
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
と
い

う
。
）
、
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

又
は
同
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ヘ　

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ト　

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
三
十
一
条
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

チ　

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第

十
七
条
の
障
害
児
福
祉
手
当
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
の
特
別
障
害
者
手
当
又
は
国
民
年
金
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七
条
第
一
項
の

福
祉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報

リ　

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
に
関
す
る
情
報

ヌ　

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
八
条
第
二
号
の
求
職
者
の
知
識
及
び

技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
（
知
事
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す

る
情
報

ル　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及

び
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住

帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二

十
七
号
。
以
下
こ
の
ル
及
び
第
六
項
第
五
十
五
号
に
お
い
て
「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
こ
の
ル
及
び
第
六
項
第
五
十
五
号
か
ら
第
六
十
号
ま
で
に

お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
ル
及
び
第

六
項
第
五
十
五
号
か
ら
第
六
十
号
ま
で
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の

支
援
給
付
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
三
項
の
支
援
給
付
及
び
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二

条
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び

に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
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梨
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二

つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六　

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
六
第
一
項
の
高
額
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七　

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
の
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に

係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

八　

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の
七
第
七
項
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に

つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

九　

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
負
担
能
力
の
認
定
に
関
す
る
事
務

十　

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
五
号
、

第
六
号
、
第
六
号
の
二
及
び
第
七
号
か
ら
第
七
号
の
三
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条
第
三
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
一　

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
三
十
一
条
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務

十
二　

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務

十
三　

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
保
護
の
変
更
の
申
請

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

十
四　

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に

よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務

十
五　

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務

十
六　

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
保
護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務

十
七　

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
徴
収
金
の

徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事

務
十
八　

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
七
条
の
過
誤
納
金
又
は
同
法
第

十
七
条
の
四
の
還
付
加
算
金
の
還
付
に
関
す
る
事
務

十
九　

地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
六
十
二
の
個
人
の
事
業
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

二
十　

地
方
税
法
第
七
十
三
条
の
二
第
八
項
、
第
七
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
（
同
法
第
七
十
三
条

の
二
十
七
の
二
第
三
項
、
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
三
第
三
項
並
び
に
附
則
第
十
一
条
の
四
第
三

項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
四
項

の
不
動
産
取
得
税
の
還
付
に
関
す
る
事
務

二
十
一　

地
方
税
法
第
七
十
四
条
の
十
四
第
二
項
の
道
府
県
た
ば
こ
税
の
還
付
に
関
す
る
事
務

二
十
二　

地
方
税
法
第
百
四
十
四
条
の
三
十
第
一
項
又
は
第
百
四
十
四
条
の
三
十
一
第
一
項
、
第
四

項
若
し
く
は
第
五
項
の
軽
油
引
取
税
の
還
付
に
関
す
る
事
務

二
十
三　

地
方
税
法
第
百
六
十
四
条
第
六
項
、
第
百
六
十
五
条
第
二
項
又
は
附
則
第
二
十
九
条
の
十

条
第
四
項
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第

六
項
第
五
十
六
号
か
ら
第
六
十
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第

十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一

項
の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
開
始
若

し
く
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
変
更
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
停
止
若
し
く
は
廃
止
に
関

す
る
情
報

ヲ　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
条
の
自
立
支
援
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報

ワ　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条

第
一
項
の
特
定
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
事
務
」
を
「
事
務　

要
保
護
者
等
に
係
る
前
号
に
掲
げ
る
情
報
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
事
務
」
を
「
事
務　

要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
に

掲
げ
る
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に

掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

当
該
申
請
を
行
う
者
の
保
護
者
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
護
者
等
を
い
う
。
）
に
係
る

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報

二　

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
い
う
。
第
六
項
第
七
十
一
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
支
給
に
関
す
る
情
報

第
四
条
第
三
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情

報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る

情
報
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
定
め
る
」
の
下
に

「
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一　

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
の
医
療
費
支
給
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審

査
に
関
す
る
事
務

二　

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
五
第
二
項
の
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定
に
関
す
る
事
務

三　

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
七
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
の
調
整
に
関
す
る
事
務

四　

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
七
条
の
九
第
三
項
の
申
請

内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

五　

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事
実
に
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四
十
一　

公
営
住
宅
法
第
三
十
条
第
一
項
の
あ
っ
せ
ん
等
に
関
す
る
事
務

四
十
二　

公
営
住
宅
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務

四
十
三　

公
営
住
宅
法
第
四
十
八
条
の
条
例
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
事
務

四
十
四　

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
十
八
条
第
二
項
の
敷
金
の
減
免
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

に
関
す
る
事
務

四
十
五　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
十
九
条
の
家

賃
又
は
敷
金
の
徴
収
猶
予
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

四
十
六　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
入
居
の
申
込
み
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

四
十
七　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
三
十
二
条
第

一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務

四
十
八　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
四
十
八
条
の

条
例
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
事
務

四
十
九　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公

営
住
宅
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

公
営
住
宅
法
（
次
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
に
お
い
て
「
旧
公
営
住
宅
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二

条
第
一
項
の
家
賃
の
決
定
に
関
す
る
事
務

五
十　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
公

営
住
宅
法
第
十
二
条
第
二
項
（
旧
公
営
住
宅
法
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
家
賃
又
は
割
増
賃
料
の
減
免
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る

事
務

五
十
一　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧

公
営
住
宅
法
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
割
増
賃
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務

五
十
二　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧

公
営
住
宅
法
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
公
営
住
宅
法
第
十
三
条
の
二
の
割

増
賃
料
の
徴
収
猶
予
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

五
十
三　

住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧

公
営
住
宅
法
第
二
十
一
条
の
四
前
段
の
あ
っ
せ
ん
等
に
関
す
る
事
務

五
十
四　

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
又
は

第
三
十
三
条
第
一
項
の
便
宜
の
供
与
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

五
十
五　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給

の
実
施
、
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
並
び
に
平
成
二

三
の
環
境
性
能
割
の
還
付
に
関
す
る
事
務

二
十
四　

地
方
税
法
第
百
六
十
七
条
の
環
境
性
能
割
の
減
免
に
関
す
る
事
務

二
十
五　

地
方
税
法
第
百
七
十
七
条
の
十
七
の
種
別
割
の
減
免
に
関
す
る
事
務
及
び
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
十
二
号

に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
百
六
十
二
条
の
自
動
車
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

二
十
六　

地
方
税
法
第
二
百
七
十
四
条
の
道
府
県
法
定
外
普
通
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

二
十
七　

地
方
税
法
第
三
百
六
十
七
条
の
固
定
資
産
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

二
十
八　

地
方
税
法
第
七
百
条
の
五
十
二
第
一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
狩
猟

税
の
課
税
に
関
す
る
事
務

二
十
九　

地
方
税
法
第
七
百
条
の
六
十
二
の
狩
猟
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

三
十　

地
方
税
法
第
七
百
十
七
条
の
水
利
地
益
税
等
の
減
免
に
関
す
る
事
務

三
十
一　

地
方
税
法
第
七
百
三
十
三
条
の
十
三
の
法
定
外
目
的
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

三
十
二　

平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税

法
第
百
二
十
八
条
の
自
動
車
取
得
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務

三
十
三　

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四

項
又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
家
賃
の
決
定
に
関
す
る
事
務

三
十
四　

公
営
住
宅
法
第
十
六
条
第
五
項
（
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十

九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
家
賃
若
し
く
は
金
銭
又
は
同
法
第
十
八
条

第
二
項
の
敷
金
の
減
免
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

三
十
五　

公
営
住
宅
法
第
十
九
条
（
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
九
条
第

九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
家
賃
、
敷
金
又
は
金
銭
の
徴
収
猶
予
の
申
請
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

三
十
六　

公
営
住
宅
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
入
居
の
申
込
み
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関

す
る
事
務

三
十
七　

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の

審
査
に
関
す
る
事
務

三
十
八　

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
六
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の

審
査
に
関
す
る
事
務

三
十
九　

公
営
住
宅
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務

四
十　

公
営
住
宅
法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
明
渡
し
に
係
る
期
限
の
延
長
の
申
出
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
令
和
六
年
五
月
二
十
四
日

四

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六
十
二　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
四
条
第

二
項
の
支
給
決
定
の
変
更
に
関
す
る
事
務

六
十
三　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
八
条
第

二
項
の
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
（
就
労
継
続
支
援
B
型
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
申
請
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六
十
四　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
三
十
四
条
第

一
項
の
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
特
例
特
定
障
害
者
特
別
給
付

費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六
十
五　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
十
一
条
の

九
第
二
項
の
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
の
変
更
に
関
す
る
事
務

六
十
六　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
十
三
条
第

一
項
の
支
給
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六
十
七　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
十
六
条
第

二
項
の
支
給
認
定
の
変
更
に
関
す
る
事
務

六
十
八　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
七
十
六
条
の

二
第
一
項
の
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
第
四
十
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に

支
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

六
十
九　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
第
十
五

条
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七
十　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
第
三
十
二

条
第
一
項
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七
十
一　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七
十
二　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
収
入
の
状
況
の
届
出
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七
十
三　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
支
給
認
定
の
申
請
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

七
十
四　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
二
項
の
支
給
認
定
の
変
更
の
認

定
に
関
す
る
事
務

七
十
五　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の
特
定
医
療
費
の
支
給
の
調
整

に
関
す
る
事
務

七
十
六　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省

十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法

第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
三
項
の
支
援
給
付
及
び
平
成
二
十
五
年
改

正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
に
関
す
る
事
務

五
十
六　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の

開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

五
十
七　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の

職
権
に
よ
る
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
変
更
に
関
す
る
事
務

五
十
八　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
停
止
又

は
廃
止
に
関
す
る
事
務

五
十
九　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
費
用
の

返
還
に
関
す
る
事
務

六
十　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は

第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
徴
収
金

の
徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務

六
十
一　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
六
条
の
自
立

支
援
給
付
（
自
立
支
援
医
療
費
及
び
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
（
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
四

十
三
条
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
支
給
の
申



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
令
和
六
年
五
月
二
十
四
日

五

令
第
百
二
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審

査
に
関
す
る
事
務

第
四
条
第
七
項
中
「
定
め
る
」
の
下
に
「
事
務
は
、
前
項
第
七
十
一
号
及
び
第
七
十
二
号
に
掲
げ
る

事
務
と
し
、
同
表
七
の
項
の
規
則
で
定
め
る
」
を
加
え
、
「
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
」
を

削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
定
め
る
」
の
下
に
「
事
務
は
、
第
六
項
第
七
十
一
号
及
び
第
七
十
二
号
に
掲

げ
る
事
務
と
し
、
同
表
八
の
項
の
規
則
で
定
め
る
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
事
務
」
の
下
に
「
及
び
情
報
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
す
る
」
を

「
し
、
同
表
一
の
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一　

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
二

条
の
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
情
報

二　

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
十
四
条
の
援
助
の
実
施
に
関
す

る
情
報

第
五
条
第
二
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
表
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
同
条
第
二
項
第
二

号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
す
る
」
を
「
し
、
同
表
三
の
項
の
規
則
で
定

め
る
情
報
は
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
六
年

山
梨
県
条
例
第
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
五
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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